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ExcelからRapidMinerの呼び出し



2

１. はじめに

はじめに

この資料では、 ExcelからRapidMinerを呼び出す方法を紹介します。

①データを与える ②モデルの実行

③Excelで結果を得る
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１. はじめに

必要なもの

• Excel

• RapidMiner AI Hub

ExcelからRapidMiner AI Hubに保存したモデルを呼び出します。
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2. 前準備

モデルの作成

今回使用するモデルを作成していきます。

まずは、使用するモデルを作成し、AI Hubに保存します。

(処理が単純になるよう、単回帰モデルにしています。)

モデルの保存
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2. 前準備

新規データに適用

先ほど作成したモデルを、新規データに適用します。

モデルは相対パス
で取得する
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2. 前準備

新規データに適用

先ほど作成したモデルを、新規データに適用します。

マクロで入力データの作成
環境パネルで
マクロの作成
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2. 前準備

新規データに適用

実行すると、マクロに入力した値で予測が得られます。

このプロセスをWeb Serviceに登録します。
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2. 前準備

Web Serviceに登録

先ほど作成したプロセスをWeb Serviceに登録します。

1. 左のタブ Repository > Repository Browser よりプロセスを選択

2. 右にある Export as Web Service を選択
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2. 前準備

Web Serviceに登録

1. Output format に XML を選択 ※デフォルト

2. Submit をクリック
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2. 前準備

Web Serviceに登録

これでWeb Serviceへの登録ができました。

Testをクリックして、動作しているかテストしておきます。
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2. 前準備

Web Serviceに登録

前準備はこれで終了です。

次から、実際にExcelから呼び出していきます。
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3. 認証なしの場合

認証について

デフォルトでは、Web Serviceには認証が付いています。

RapidMiner社の推奨は認証を付けることですが、ここでは

手軽に呼び出せるように「認証なし」「認証あり」の2つの方法を紹介します。

1. 認証なしの場合

2. 認証ありの場合

認証を外すことでセキュリティレベルは落ちますが、

Excelから簡単に呼び出せるようになります。
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3. 認証なしの場合

認証なしの場合

「認証なし」の場合は、以下の手順で行います。

1. 「匿名ユーザー」の作成

2. 「匿名ユーザー」にリソースの割り当て

3. Excel から Web Service の呼び出し

最終的には、以下を目指します。

値 結果

Web Serviceの呼び出し
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3. 認証なしの場合

「匿名ユーザー」の作成

1. 左のタブより Administration > User Management を開く

2. 右にある Add user をクリック

3. 以下のフィールドを埋めて、Submit をクリック

– Username : anonymous (必ず)

– Password/Repeat password : 8文字以上の英数字を入力 (使用時にはパス
ワードは求められません)

– Display name : 表示名を入力 (例: “Anonymous User”) ※空欄でもOK

– Email address : 空欄にする

参考: https://docs.rapidminer.com/latest/legacy/configure/users-groups/special-users.html

https://docs.rapidminer.com/latest/legacy/configure/users-groups/special-users.html
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3. 認証なしの場合

「匿名ユーザー」にリソースの割り当て

1. 左のタブ Administration > System Settings を開く

2. Add property をクリックして、新規プロパティの追加

3. ‘com.rapidanalytics.web.anonymous_services’ を ’true’ に設定

4. Submit をクリック

参考: https://docs.rapidminer.com/latest/legacy/configure/users-groups/special-users.html

https://docs.rapidminer.com/latest/legacy/configure/users-groups/special-users.html
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3. 認証なしの場合

「匿名ユーザー」にリソースの割り当て

関連するリソースに、anonymousユーザーの権限を付与します。

※モデルとプロセスが別ディレクトリにある場合は、両方に権限が必要です。

付与する権限

• Read (虫眼鏡のアイコン)

• Execute (歯車のアイコン)

(Set recursively for subdirectoriesにチェックを入れると、

サブディレクトリにも一度に付けられるので、付与が楽です。)
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3. 認証なしの場合

ExcelからWeb Serviceの呼び出し

Excelを開いて、WEBSERVICE関数を使用してWeb Serviceを呼び出します。

A2セル : データを入力するセル

B2セル : 結果が返ってくるセル (Webservice関数の使用)

=WEBSERVICE(“http://your-server-url/api/rest/public/process/<プロ
セス名>?<マクロ名>="&A2)

B2セルの値は、以下のようになります。
※/restの後ろに”/public”を付けることで「認証なし」になります。

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/webservice-%E9%96%A2%E6%95%B0-0546a35a-ecc6-4739-aed7-c0b7ce1562c4


18

3. 認証なしの場合

ExcelからWeb Serviceの呼び出し

Web ServiceのURLは、Direct Linkを使用するとわかりやすいです。

Direct Linkは、Web ServiceをTestした際に右側に表示されています。

このDirect Linkの、/restの後ろに”public”を付けたものが、今回使用するURLです。

http://rm-server-url/api/rest/public/process/<プロセス名>?<マクロ名>=<マ
クロの値>
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3. 認証なしの場合

ExcelからWeb Serviceの呼び出し

Web Serviceを上手く呼び出せれば、B2セルに結果が返ってきます。

(Output formatがXMLなので、XML形式で返ってきます。)

FILTERXML関数を使用すれば、予測結果のみを取り出すことができます。

=FILTERXML(B2,"//example-set/example/prediction-label-")

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/filterxml-%E9%96%A2%E6%95%B0-4df72efc-11ec-4951-86f5-c1374812f5b7
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3. 認証なしの場合

ExcelからWeb Serviceの呼び出し

呼び出しと加工を一つにまとめると、以下のような式になります。

=FILTERXML(WEBSERVICE(“http://your-server-
url/api/rest/public/process/<プロセス名>?<マクロ名>="&A2),"//example-
set/example/prediction-label-")
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4. 認証ありの場合

認証あり

認証ありでWeb Serviceを呼び出すには、Excelでマクロを使用します。

マクロを組むため、少し手順はややこしいですが、

その分「認証なし」に比べてセキュリティレベルは高くなります。

最終的には、以下を目指します。

パラメータ

入力データ

Web Serviceの呼び出し

最終的な予測結果
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4. 認証ありの場合

VBAの準備

デフォルト状態から変更しているので、以下を使用できるように調整します。

• MSXML2.XMLHTTP60

• Dictionary

• JsonConverter
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4. 認証ありの場合

MSXML2.XMLHTTP60の準備

ツール > 参照設定 より「Microsoft XML, v6.0」にチェックを入れます。
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4. 認証ありの場合

Dictionaryの準備

ツール > 参照設定 より「Microsoft Scripting Runtime」にチェックを入れます。
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4. 認証ありの場合

JsonConverterの準備

1. VBA-JSONにアクセスします。

2. ページ下部にある latest release をクリックします

3. 最新版のSource code(zip)をダウンロードします

4. ファイルを解凍して、中にあるJsonConverter.basをVBEのエクスプローラー
にドラッグ&ドロップします。

https://github.com/VBA-tools/VBA-JSON
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4. 認証ありの場合

VBAのコード 1/2

Sub call_web_service()

Dim http As MSXML2.XMLHTTP60

Set httpReq = New MSXML2.XMLHTTP60

Dim params As New Dictionary

'パラメータ設定

params("OFFLINE_TOKEN") = Range("B2").Value

params("HTTP_ENDPOINT") = Range("B3").Value

params("SSO_CLIENT_ID") = Range("B4").Value

params("SSO_CLIENT_SECRET") = Range("B5").Value

'アクセストークンのリクエスト

With httpReq

.Open "POST", params("HTTP_ENDPOINT") & "/auth/realms/master/protocol/openid-connect/token"

.setRequestHeader "Content-Type", "application/x-www-form-urlencoded"

.Send "grant_type=refresh_token&client_id=" & params("SSO_CLIENT_ID") & "&client_secret=" & 
params("SSO_CLIENT_SECRET") & "&refresh_token=" & params("OFFLINE_TOKEN")

End With

Do While httpReq.readyState < 4

DoEvents

Loop
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4. 認証ありの場合

VBAのコード 2/2

'アクセストークンの整形

Dim jsonObj As Object

Set jsonObj = JsonConverter.ParseJson(httpReq.responseText)

access_token = jsonObj("access_token")

'Webサービスの実行

With httpReq

.Open "GET", Range("B7").Value & Range("B8").Value

.setRequestHeader "Authorization", "Bearer " & access_token

.Send

End With

Do While httpReq.readyState < 4

DoEvents

Loop

'結果の書き込み

Range("B10").Value = httpReq.responseText

End Sub

※状況に合わせて、適宜変更する
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4. 認証ありの場合

VBAの準備

先ほどのコードを全てVisual Basicに貼り付けます。
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4. 認証ありの場合

セルの準備

マクロを実行できるようにボタンを設定し、A列のセルも以下のように設定します。

(B列はこれから設定します。)
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4. 認証ありの場合

トークンの取得

AI Hubでトークンを取得します。

以下にアクセスして、各パラメータの値をB列に貼り付けます。(引用符は不要です)

https://your-platform-deployment/get-token/

※アクセスするには、offline_accessロールが必要です。

https://your-platform-deployment/get-token/
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4. 認証ありの場合

offline_accessロールの付与

1. adminなどで、 Identity and Security へアクセスします

2. 付与したいユーザーを選択し、Edit をクリックして編集します

3. Role Mappings タブへ移動し、offline_access ロールを Assigned Roles に移動
させます
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4. 認証ありの場合

マクロの実行

ここまで準備ができれば、あとはマクロを実行するだけです。

うまく実行できれば、B10セルに結果が返ってきます。
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4. 認証ありの場合

結果の加工

実行結果の状態では予測結果がわかりづらいので、予測結果のみ取り出します。

FILTERXML関数を使用すれば、予測結果のみを取り出すことができます。

=FILTERXML(B10,"//example-set/example/prediction-label-")

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/filterxml-%E9%96%A2%E6%95%B0-4df72efc-11ec-4951-86f5-c1374812f5b7
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おわりに

まとめ

今回はExcelからRapidMinerを呼び出す方法を紹介しました。

ここで紹介したものは一例なので、これを参考に、

自身の状況に合わせてご利用いただけますと幸いです。


